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～女性の先駆者たちに学ぶ～
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アイレックだより
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講演
だれもが幸せに長生きするために
しゃべり場
地域のみんなで子育てを楽しもう！
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清瀬市男女平等推進条例
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自分らしく生きる ためのヒント
～女性の先駆者たち に学ぶ～

化
学
の
道
に
生
き
た
女
性

　

佐
賀
県
生
ま
れ
。
父
は
進
歩
的
な
考
え
の

持
ち
主
で
、
こ
れ
か
ら
は
学
問
が
必
要
と
、

７
人
の
子
ど
も
の
ほ
と
ん
ど
に
大
学
教
育
を

受
け
さ
せ
た
。
女
子
教
育
の
重
視
さ
れ
な
い

時
代
に
、
す
ぐ
上
の
姉
も
東
京
の
日
本
女
子

大
学
校
に
学
ば
せ
た
。
１
９
０
６
（
明
治

39
）
年
、
東
京
女
子
師
範
学
校
（
現
・
お
茶

の
水
女
子
大
学
）
を
卒
業
。
そ
の
後
研
究
科

に
進
み
母
校
の
助
教
授
に
な
っ
た
。

　

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
東
北
帝
国
大

学
（
現
・
東
北
大
学
）
が
、
わ
が
国
で
初
め

て
女
性
に
門
戸
を
開
放
し
た
時
入
学
し
た
３

名
の
う
ち
の
ひ
と
り
。
有
機
化
学
を
専
攻
し

１
９
１
６
年
卒
業
。
日
本
で
最
初
の
女
性
の

理
学
士
に
な
っ
た
。
１
９
１
８
年
、
母
校
の

教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
年
、
東
北

帝
大
で
研
究
し
た
「
紫
根
の
色
素
シ
コ
ニ
ン
に

つ
い
て
」
の
成
果
を
東
京
科
学
会
誌
に
発
表
。

１
９
２
１
年
よ
り
２
年
間
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
留
学
し
、
パ
ー
キ
ン
教
授
の
指
導

を
受
け
て
研
究
。
帰
国
後
、
母
校
で
教
職
に

戻
る
と
と
も
に
、
理
化
学
研
究
所
で
紅
花
の

色
素
カ
ー
サ
ミ
ン
の
研
究
に
没
頭
し
て
、
化

学
構
造
式
を
決
定
。
そ
の
成
果
の
論
文
に
よ
っ

て
45
歳
で
東
北
帝
大
か
ら
理
学
博
士
の
学
位

を
受
け
る
。
そ
の
後
も
も
っ
ぱ
ら
天
然
色
素

の
研
究
を
続
け
、
１
９
３
６
年
、
日
本
化
学

会
第
１
回
真
島
賞
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
還

暦
を
過
ぎ
て
取
り
組
ん
だ
玉
ね
ぎ
の
皮
に
含

ま
れ
る
血
圧
降
下
成
分
（
ケ
ル
セ
チ
ン
）
を

市
販
薬
に
つ
な
げ
る
な
ど
84
年
の
生
涯
を
化

学
に
さ
さ
げ
た
。

　
「
新
聞
は
日
本
で
は
じ
め
て
の
女
大
学
生
を

冷
や
か
し
半
分
に
書
く
、
街
へ
出
る
と
人
々

の
視
線
を
浴
び
る
と
い
う
、
今
か
ら
思
え
ば

な
か
な
か
女
性
の
立
場
の
認
め
ら
れ
て
い
な

い
時
代
で
し
た
が
私
ど
も
は
意
気
込
み
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
」。
黒
田
チ
カ
、
随
筆
の
一
文

で
あ
る
。
当
時
の
女
性
科
学
者
は
「
生
涯
独

身
」
が
不
文
律
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
現
在
、
約
90
万
人
い
る
研
究

者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
14
％
（
内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
）。
主
要
国
で
最
低
レ
ベ

ル
で
す
。
さ
ら
に
分
野
別
で
は
、
工
学
９
％
、

理
学
13
％
と
、
理
工
系
が
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
研
究
を
主
導
す
る
準
教
授
、
教
授

職
は
さ
ら
に
減
り
、
理
・
工
・
農
の
女
性
教

授
は
極
端
に
少
な
く
、
い
ず
れ
も
５
％
未
満

で
す
（
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」

２
０
１
２
年
）。

　

理
工
系
64
学
会
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
女
性
の
回
答

が
多
い
順
に
①
家
庭
と
仕
事
の
両
立
が
困
難

②
育
児
後
の
復
帰
が
困
難
③
業
績
評
価
に
こ

う
し
た
点
が
考
慮
さ
れ
な
い
④
評
価
者
に
男

性
を
優
先
す
る
意
識
が
あ
る
（「
科
学
技
術
系
専

門
職
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
実
態
の
大
規
模
調

査
」
男
女
共
同
参
画
学
協
会
連
絡
会
２
０
０
８
年
）、

で
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
他
の
職
業
の
女

性
に
も
当
て
は
ま
る
共
通
の
問
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

理
系
に
苦
手
意
識
を
も
つ
女
性
は
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
身
近
な
自
然
へ
の
興
味
を

も
っ
た
り
、
地
道
な
研
究
を
す
る
こ
と
が
、

女
性
に
向
か
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

研
究
は
い
ま
だ「
男
性
優
位
」の
よ
う
で
す
が
、

『
な
ぜ
理
系
に
進
む
女
性
は
少
な
い
の
か
』

で
は
、
男
女
と
も
に
「
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス

（
男
女
の
役
割
の
固
定
観
念
）」
が
あ
る
と

複
数
の
執
筆
者
が
報
告
し
て
い
ま
す
。
興
味

や
関
心
、
才
能
が
あ
る
女
性
が
、
も
っ
と
研

究
の
分
野
に
進
め
る
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
（
堀
）

＊
参
考
文
献

『
な
ぜ
理
系
に
進
む
女
性
は
少
な
い
の
か
？
』

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｊ
・
セ
シ
／
編　

ウ
ェ
ン
デ
ィ・
Ｍ
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
／
編　

大
隅
典
子
／
訳　

西
村
書

店
前
田
侯
子
、
１
９
８
６
、「
黒
田
チ
カ
先
生
の
生
涯

と
研
究
」『
お
茶
の
水
女
子
大
学
女
性
文
化
資
料

館
報
』
第
７
号
：
77-

96
．

黒
田
チ
カ
、
１
９
５
７
、「
化
学
の
道
に
生
き
て
」

『
婦
人
の
友
』
３
月
号
：
28-

33
．（
お
茶
の
水

女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
刊
、 

２
０
０
０
、『
黒
田
チ
カ
資
料
目
録
』72-

77
．所
収
）

＊
写
真
：
東
北
大
学
史
料
館
提
供

黒田 チカ（くろだ ちか）

1884―1968
化学者　女性初の理学士

　今回の特集では、女性の権利がほとんど認められず、 活躍の場が制限されていた時代に「女のくせに」とい
う社会の偏見を打ち破り、さまざまな分野で道を切り 拓いた先駆者たちを紹介します。彼女たちは男性たち
に勝るとも劣らない業績を残したにもかかわらず、一 般的には広く知られているとはいえないようです。
　先駆者たちが生きた「家制度」の時代、女性の地 位は非常に低く、役割は適齢期になれば嫁に行き、跡
継ぎの男子を産むこと。女性が一生を、家族の中の男 性に従って生きることは、当然のことでした。そうし
た中で、女性として幾多の苦難を乗り越え既成概念に 縛られず生きた、彼女たちの行動や生涯を知ることに
よって、私たちも自分らしく生きるためのヒントを見 つけだせたらと思います。
　かつて、女性が自立をめざして立ち上がるには、多 くの困難がありました。
　取り巻く状況が全く違うはずの現代、女性たちは自 由に生き、活躍できているでしょうか。いまだに女性
の能力や役割に対する固定的な見方が根強く残ってい るのではないでしょうか。この不安定な世の中、先行
きも予想がつきにくい。だからこそ、一人ひとりの生 きていく力が、大切なのではないでしょうか。いまも
残る課題についても考えてみました。　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小松）
　　　　（なお、全般にわたり『先駆者たちの肖像　明日を拓いた女性たち』 監修：鈴木裕子　財団法人東京女性財団を参考にしました）
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手を組めば新しい風

自分らしく生きる ためのヒント
～女性の先駆者たち に学ぶ～

特集い
ま
な
お
新
し
い
女
性
解
放
理
論

　

明
治
・
大
正
期
の
「
家
制
度
」
の
下
、
女

性
の
人
権
が
抑
圧
さ
れ
声
を
上
げ
に
く
い
時

代
に
「
な
ぜ
女
性
は
生
き
づ
ら
い
の
か
」
と

の
問
い
か
ら
、
男
女
平
等
の
社
会
を
目
指
し

て
声
を
あ
げ
、
女
性
の
人
権
確
立
の
た
め
に
、

生
涯
闘
い
続
け
た
。

　

母
は
水
戸
藩
の
儒
学
者
の
娘
で
東
京
女
子

師
範
学
校
（
現
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
第

１
回
卒
業
生
。
厳
し
か
っ
た
が
、
子
ど
も
は

男
女
平
等
に
扱
っ
た
。
賢
母
良
妻
を
説
く
教

師
よ
り
母
の
言
う
こ
と
を
信
じ
、
社
会
批
判

の
目
を
養
い
、
職
業
を
持
っ
て
独
立
し
よ
う

と
い
う
意
思
が
確
立
し
た
と
い
う
。　

　

１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
、
女
子
英
学
塾

（
現
・
津
田
塾
大
学
）
卒
業
後
、
伊
藤
野
枝

の
廃
娼
運
動
批
判
を
批
評
し
た
論
文
で
論
壇

に
登
場
。
１
９
１
６
年
、
社
会
主
義
者
山
川

均
と
結
婚
。
母
性
保
護
論
争
で
は
、
与
謝
野

晶
子
の
経
済
的
独
立
論
と
平
塚
ら
い
て
う
の

母
性
保
護
論
を
、
と
も
に
批
判
す
る
と
と
も

に
、
労
働
と
母
性
の
両
立
を
展
望
す
る
社
会

変
革
の
理
論
を
提
示
・
展
開
。
日
本
労
働
組

合
評
議
会
の
婦
人
部
テ
ー
ゼ
を
起
草
し
、
婦

人
部
設
置
を
提
唱
す
る
な
ど
、
女
性
労
働
運

動
に
力
を
尽
く
し
た
。
大
正
時
代
す
で
に
菊

栄
は
、
男
女
の
性
役
割
に
よ
る
差
別
、
家
父

長
的
家
族
の
弊
害
、
職
業
労
働
と
家
事
労
働

の
矛
盾
、
女
性
の
低
賃
金
、
家
事
の
社
会
化
、

保
育
所
の
設
置
な
ど
を
提
起
。
こ
れ
ら
は
、

今
に
通
じ
る
先
駆
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
日

な
お
、
女
性
の
自
立
に
と
っ
て
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
女
性
論
な
ど
多
く
の
書
物
の
翻
訳
・

紹
介
も
行
っ
た
。

　

戦
後
、
労
働
省
が
発
足
。
初
の
女
性
の
局

長
職
と
し
て
、
婦
人
少
年
局
初
代
局
長
に
就

任
。
こ
れ
ま
で
の
思
想
の
実
践
を
は
じ
め
た
。

各
都
道
府
県
に
出
先
機
関
と
し
て
婦
人
少
年

室
を
置
き
、
そ
こ
の
室
長
は
全
員
女
性
に
す

る
と
言
明
。
女
性
に
責
任
あ
る
任
務
は
務
ま

ら
な
い
等
の
、
男
性
幹
部
の
抵
抗
を
押
し
切

り
実
行
し
た
。
女
性
の
生
活
や
労
働
の
実
態

を
調
査
し
報
告
書
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

菊
栄
自
ら
も
全
国
に
足
を
運
び
、
働
く
女
性

の
生
の
声
を
聞
き
、
女
性
労
働
者
の
地
位
向

上
、
改
善
の
た
め
の
政
策
遂
行
に
役
立
て
た
。

さ
ら
に
、
ポ
ス
タ
ー
、
紙
芝
居
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

　

退
任
後
は
国
内
・
外
の
女
性
労
働
事
情
の

調
査
、講
演
、執
筆
活
動
の
傍
ら
月
刊
誌
『
婦

人
の
こ
え
』
の
発
行
、
婦
人
問
題
懇
話
会
の

設
立
な
ど
、
女
性
が
社
会
を
変
え
る
主
体
と

な
る
た
め
の
学
び
合
う
場
を
作
り
、
女
性
の

育
成
に
力
を
注
ぎ
、
様
々
な
分
野
で
活
動
す

る
多
く
の
女
性
が
育
っ
た
。　

　

菊
栄
が
目
指
し
た
男
女
平
等
へ
の
道
は
、

そ
の
後
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
の
就
業
継
続
や
再
就
職
を
巡
る
状
況

は
依
然
厳
し
く
、
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い

る
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
出
産
前
後
に

継
続
就
業
し
て
い
る
割
合
は
増
え
ず
、
第
１

子
出
産
を
機
に
、
約
６
割
の
女
性
が
離
職
し

て
い
ま
す(

内
閣
府
・
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携

会
議)

。
ま
た
、
企
業
等
に
お
け
る
役
員
や

管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
は
、
低
い
水
準

の
ま
ま
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
事
・
育
児
・
介

護
等
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
推

進
が
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  

（
黒
澤
）

＊
参
考
文
献

『
二
十
世
紀
を
あ
ゆ
む
あ
る
女
の
足
あ
と
』　　

　

山
川
菊
栄
著　

大
和
書
房

『
山
川
菊
栄
の
現
代
的
意
義　

い
ま
女
性
が
働
く
こ
と
と

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』

　

山
川
菊
栄
記
念
会
編　

労
働
者
運
動
資
料
室

＊
写
真
：
山
川
菊
栄
記
念
会
提
供

DVD
「姉妹よ、まずかく疑うことを習え」
企画・監修：山川菊栄記念会
監督：山上千恵子／ 76分／ 2011年
連絡先：山川菊栄記念会
http://www.yamakawakikue.com/

　今回の特集では、女性の権利がほとんど認められず、 活躍の場が制限されていた時代に「女のくせに」とい
う社会の偏見を打ち破り、さまざまな分野で道を切り 拓いた先駆者たちを紹介します。彼女たちは男性たち
に勝るとも劣らない業績を残したにもかかわらず、一 般的には広く知られているとはいえないようです。
　先駆者たちが生きた「家制度」の時代、女性の地 位は非常に低く、役割は適齢期になれば嫁に行き、跡
継ぎの男子を産むこと。女性が一生を、家族の中の男 性に従って生きることは、当然のことでした。そうし
た中で、女性として幾多の苦難を乗り越え既成概念に 縛られず生きた、彼女たちの行動や生涯を知ることに
よって、私たちも自分らしく生きるためのヒントを見 つけだせたらと思います。
　かつて、女性が自立をめざして立ち上がるには、多 くの困難がありました。
　取り巻く状況が全く違うはずの現代、女性たちは自 由に生き、活躍できているでしょうか。いまだに女性
の能力や役割に対する固定的な見方が根強く残ってい るのではないでしょうか。この不安定な世の中、先行
きも予想がつきにくい。だからこそ、一人ひとりの生 きていく力が、大切なのではないでしょうか。いまも
残る課題についても考えてみました。　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小松）
　　　　（なお、全般にわたり『先駆者たちの肖像　明日を拓いた女性たち』 監修：鈴木裕子　財団法人東京女性財団を参考にしました）

山川 菊栄（やまかわ きくえ）

1890―1980
女性運動家　労働省婦人
少年局初代局長
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日
常
を
生
き
る
女
性
を

　
美
し
く
描
い
た
画
家

　

京
都
府
生
ま
れ
。
本
名
津
禰
（
つ
ね
）。

父
は
誕
生
前
に
他
界
。
葉
茶
屋
を
営
む
母
に

育
て
ら
れ
た
。
幼
い
時
か
ら
何
よ
り
絵
が
好

き
で
、小
学
校
卒
業
後
京
都
府
画
学
校
（
現
・

京
都
市
立
芸
術
大
学
）、
お
よ
び
鈴
木
松
年

の
画
塾
に
進
み
、
本
格
的
に
日
本
画
の
勉
強

を
始
め
る
。
強
硬
に
反
対
す
る
親
戚
も
い
る

な
か
「
つ
う
さ
ん
の
好
き
な
道
や
も
ん
」
と
、

母
は
庇
っ
て
引
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
、
女
性
の
生
き
方
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
花
嫁
修
業
を
し
、
嫁
に
行
き
子
を
産
ん

で
母
に
な
り
、
家
長
で
あ
る
男
性
に
従
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
然
と
さ
れ
て
い
た
。

　

髪
を
結
う
時
間
も
惜
し
ん
で
熱
心
に
学
び
、

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
、
15
歳
の
時
に
第

３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
「
四
季

美
人
図
」
を
、
英
国
の
王
族
が
買
い
上
げ
た

こ
と
か
ら
、松
園
の
名
は
評
判
に
な
る
。
以
来
、

人
物
画
一
筋
に
打
ち
込
み
、
25
歳
で
「
花
ざ

か
り
」
が
日
本
絵
画
協
会
主
催
の
展
覧
会
で

銀
杯
授
章
す
る
な
ど
、
当
時
の
主
要
な
美
術

展
に
意
欲
的
に
出
品
、
常
に
賞
を
取
り
、
若

手
の
注
目
画
家
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
。

　

27
歳
で
長
男
信
太
郎
（
日
本
画
家　

上う
え
む
ら村

松し
ょ
う
こ
う

篁
）
出
産
。
未
婚
の
母
と
な
り
、
周
囲
か

ら
中
傷
を
受
け
る
が
、
母
の
支
え
に
よ
り
絵

の
勉
強
に
精
進
。
画
家
と
し
て
独
り
立
ち
を

果
た
す
が
、
一
方
で
厳
し
い
批
評
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
名
声
を
妬
む

も
の
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
な
ど
も
起
こ
り
、
展

覧
会
へ
の
出
品
作
に
落
書
き
を
さ
れ
る
と
い

う
事
件
も
起
き
て
い
る
。

　
「
私
は
た
い
て
い
女
性
の
絵
ば
か
り
を
描
い

て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
は
美
し
け
れ
ば
よ

い
、
と
い
う
気
持
ち
で
描
い
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
」
と
松
園
は
い
う
。
代
表
作
『
序
の
舞
』

に
あ
る
よ
う
に
、
単
に
美
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
凛
と
し
た
心
を
持
っ
た
女
性
の
姿
を
、

繊
細
に
鮮
明
な
色
調
で
格
調
高
く
描
き
続
け

た
。

　

日
本
の
美
人
画
の
歴
史
に
残
る
数
々
の
傑

作
を
送
り
出
し
、
40
歳
以
降
、
文
展
永
久
無

鑑
査
、
帝
展
審
査
委
員
、
芸
術
院
会
員
と
な

る
な
ど
、
女
性
の
画
家
と
し
て
第
一
人
者
の

地
位
を
守
り
続
け
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
73
歳
で
女
性
初
の
文
化
勲
章
を
受
賞
。

　

 

「
女
」
と
言
う
だ
け
で
受
け
た
中
傷
は
数

知
れ
ず
、
成
功
の
影
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見

や
試
練
が
あ
り
、「
周
り
は
敵
ば
か
り
や
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

晩
年
。
終
生
松
園
を
支
え
続
け
た
母
に
代

表
さ
れ
る
、
働
き
生
活
を
す
る
女
性
を
描
き

美
人
画
の
中
に
取
り
入
れ
た
。
松
園
に
と
っ

て
母
の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
伺
え

る
。
絵
筆
を
も
っ
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
く
、

尊
く
、
心
丈
夫
だ
と
絵
画
一
筋
に
打
ち
込
み
、

74
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

　

松
園
が
生
き
た
時
代
と
は
異
な
り
、
現
在
、

多
く
の
美
術
学
校
に
入
学
す
る
半
数
以
上
が

女
性
で
す
。
し
か
し
、
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る

女
性
の
画
家
は
少
な
く
、
知
名
度
も
低
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
結
婚
、
出
産
に
よ
り
画
家

を
断
念
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

松
園
の
場
合
、
母
の
絶
対
的
な
支
え
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在
に
お
い
て
も
稀
な

ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
「
母
の
支
え
」
が
「
社
会
全
体
の
支

え
」
だ
っ
た
ら
。
力
強
く
支
え
る
体
制
が
整
っ

て
い
る
な
ら
、
女
性
は
生
き
方
や
夢
を
諦
め

る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
自
身
の
意
識
に
も
「
女

性
だ
か
ら
」
と
い
う
根
強
い
壁
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
改
め
て

考
え
た
い
も
の
で
す
ね
。　
　
　
　

 

（
河
原
）
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憲
法
24
条
草
案
の
執
筆
者

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん

日
本
の
女
性
に
、

幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た

　
「
家
庭
生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と

両
性
の
平
等
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
日

本
国
憲
法
第
24
条
。
戦
前
の
日
本
の
女
性

に
は
、
社
会
的
な
役
割
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
離
婚
も
で
き
ず
、
好
き
な
人

と
自
由
に
結
婚
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

財
産
権
も
持
た
ず
、
ま
た
相
続
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
新
し
い
憲

法
の
草
案
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
職
員
だ
っ
た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー

ド
ン
さ
ん
は
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
に
関

わ
っ
た
唯一の
女
性
。
第
24
条
の
草
案
を
執

筆
し
、
敗
戦
後
の
日
本
で
、
女
性
の
権
利

を
獲
得
す
る
た
め
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

ベ
ア
テ
さ
ん
は
東
京
・
乃
木
坂
育
ち
。

５
歳
か
ら
の
10
年
間
を
、
家
族
と
日
本
で

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
前
の
日

本
の
女
性
が
何
の
権
利
も
持
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
、
よ
く
見
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
女
性
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
、
子
ど

も
心
に
も
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

憲
法
草
案
作
成
チ
ー
ム
に
抜
擢
さ
れ
た

と
き
は
「
こ
の
仕
事
に
運
命
的
な
も
の
を

感
じ
、
熱
い
使
命
感
を
抱
い
た
」
と
、
ベ

ご存知

ですか


